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「令和６年度の締めくくりに当たって」 
                           校 長 高久
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 ２月の半ばから日本列島を覆った寒波の影響で、関東地方は風の冷たい日が連日続きました。一方、日本海側

の地域では、例年を上回る積雪量を観測し、日常生活に大きな影響を受けているとの報道を耳にしています。能

登半島地震の記憶もまだ新しいところではありますが、今年は、１９９５年に発生した「阪神淡路大震災」から

３０年となりました。そして、間もなく「東日本大震災」から１４年となる３月１１日を迎えようとしています。

昔から日本は自然の恩恵を多く受ける一方で、数多くの自然災害を経験してきました。自然災害はいつ、どこで

起きてもおかしくないのだと、常に意識するとともに、自分が住む地域の特徴や災害のリスクを知り、いざとい

う時の避難行動を考え、それを行動に移せるようになることが必要であると思っています。１年生が１月に行っ

た「防災学習現地調査」はまさにそのことを具現化した取組です。また、大久保東公民館と連携して今年初めて

実施した「地域防災マスター」養成講座も、いざという時に中学生が地域の力となることを目的としたものです。

来年度以降も継続して実施し、防災教育の啓発を図ってまいりたいと考えております。 
 さて、サッカーＪリーグが開幕し、野球のキャンプ情報がスポーツ番組を彩るようになりました。また、３月

に入ると、気温も軒並み高くなるという予報も出ています。いよいよ春到来を実感できるようにもなってきまし

た。３月１４日には「第４５回卒業証書授与式」、２６日には「修了式」を迎えます。いよいよ令和６年度の締

めくくりとなるまとめと、４月からの進学・進級に向けた新たな目標を立てる時期となりました。生徒たちは、

日々、勉強や学校行事、部活動等に頑張ってまいりましたが、１月に実施した「さいたま市学習状況調査【生活

習慣に関する調査】」では、「学校に行くのは楽しいですか」に対する肯定的な回答が８９．８％（市平均９１．６％）、

「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか」に対する肯定的な回答は９４．２％（市

平均９３．９％）でした。肯定的な回答をした生徒は多いものの、まだまだ課題があるのも事実です。また、「地域の

人たちは、自分たちを見守り、支えてくれていると思いますか」に対する肯定的な回答は８９．３％（市平均９０．

９％）と市平均とほぼ同様の結果でした。これは、保護者をはじめ、地域の皆さまに日頃から上中生を温かく見守

っていただいていることを生徒たち自身が実感している表れだと思います。令和７年度に向け、本年度の課題等

をしっかりと検証し、生徒がより充実し

た学校生活を送ることができるよう、教

職員一同、一層邁進していくとともに、

学校・家庭・地域が手を携えた教育活動

の実践に努めてまいります。 
 本年度一年大変お世話になりました。 
引き続き、本校の教育活動にご理解とご

協力をお願いいたします。 
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 さいたま市の子どもたちが主役となって学校の話題や番組を伝える「さいたま市未来（みら）くるFM 放送局」で、本

校生徒会本部が作成した番組が以下の通り放送されます。放送をぜひお聴きください。 

放送日： 令和７年３月１６日（日）１２時３６分頃（５分程度）／ 放送局： REDS WAVE ８７．３ FM 

 

第３回学校運営協議会を開催しました!! 
２月２１日（金）に開催した学校運営協議会で

は、本年度の取組について、各委員の皆さまから

多くのご意見をいただきました！学習指導につ

いては各委員の注目度がとても高いことが感じ

られました。最後に、来年度の学校運営方針の説

明と仮承認を行いました。各委員の皆さまにはこ

の１年間本当にありがとうございました。 


